
全
道
大
会
の
２
日
前
に
足
首
を
ひ

ね
り
怪
我
を
し
て
い
た
と
い
う
。

「
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
よ
か
っ
た
」

と
語
る
。
小
２
か
ら
体
操
を
始
め
、

レ
イ
ズ
体
操
ク
ラ
ブ
（
宮
の
沢
）
に

所
属
し
、
日
曜
日
以
外
は
毎
日
、
５

時
半
か
ら
９
時
く
ら
い
ま
で
練
習
し

て
い
る
。

得
意
種
目
は
失
敗
し
な
け
れ
ば
、

平
均
台
だ
。

目
下
、
国
ス
ポ
（
少
年
の
部
）
出
場

目
指
し
、
練
習
に
励
む
。
７
月
12
日

に
予
選
会
が
行
わ
れ
、
５
名
の
枠
に

入
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

中
学
で
も
全
国
出
場
の
経
験
は
あ

る
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
決
勝
出
場

を
目
指
す
と
い
う
。
小
さ
な
体
に
闘

志
が
み
な
ぎ
る
。

シ
リ
ー
ズ
「
突

撃
隣
の
○
○
部
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
校
内
の
部
活

動
を
取
材
し
、
紹

介
し
ま
す
。
第
１

回
は
新
聞
部
で
す
。

部
員
は
現
在
、
４
人
で
３
年
（
落

合
優
翔
、
作
田
雫
月
）
、
２
年
（
坂

東
元
）
、
１
年
（
木
藤
心
音
）
で
す
。

▼
新
聞
部
の
良
い
と
こ
ろ
は
？

ー
自
分
が
発
信
し
た
い
こ
と
や
調
べ

た
こ
と
を
新
聞
に
載
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り

部
員
の
人
柄
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

▼
家
で
新
聞
を
取
っ
て
い
る
か
、
何

で
情
報
を
得
て
い
る
か
？

落
合

新
聞
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

ス
マ
ホ
で
産
経
新
聞
の
会
員
登
録
を

し
て
い
ま
す
。

坂
東

北
海
道
新
聞
を
取
っ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
番
組
や
グ
ー
グ
ル
の
ネ
ッ

ト
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
ま
す
。

木
藤

新
聞
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

情
報
の
入
手
源
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
。

▼
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す

る
の
か
？

ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
様
々
な
取
材
を
行

い
た
い
で
す
。
ま
た
、
今
年
も
総
合

賞
を
受
賞
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
、

よ
り
多
く
の
人
が
新
聞
に
興
味
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
新
聞
を
作
成

し
た
い
で
す
。
ま
た
、
研
究
会
に
参

加
し
て
高
校
生
新
聞
の
知
識
を
深
め

た
い
で
す
。

▼
座
右
の
銘
は
何
で
す
か
？

落
合

「
逆
境
に
陥
っ
た
人
間
が
ど

ん
な
対
応
を
見
せ
る
か
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
の
真
価
が
わ
か
る
の
で
あ
る
」

と
い
う
私
が
敬
愛
す
る
石
原
慎
太
郎

さ
ん
の
言
葉
で
す
。

作
田

「
な
ん
と
か
な
る
、
始
ま
れ

ば
終
わ
る
」
で
す
。

坂
東

「
皇
国
の
興
廃
こ
の
一
戦
に
あ

り
。
各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
と
い

う
東
郷
平
八
郎
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

木
藤

「
日
進
月
歩
」
日
々
成
長
し

て
い
き
た
い
か
ら
で
す
。

▼
最
近
一
番
驚
い
た
ニ
ュ
ー
ス

落
合

皇
室
典
範
の
改
正
に
つ
い
て

動
き
出
し
た
こ
と
で
す
。
皇
室
の
安

定
の
た
め
養
子
案
を
進
め
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

坂
東

独
仏
共
同
開
発
の
次
期
主
力

戦
闘
機
開
発
中
止
で
す
。

木
藤

江
別
で
大
学
生
が
殺
害
さ
れ

た
事
件
で
す
。

▼
文
系
で
す
か
、
理
系
で
す
か
。
好

き
な
教
科
は
？

落
合

私
は
文
系
で
日
本
史
探
究
が

好
き
で
す
。

作
田

理
系
で
英
語
と
数
学
が
得
意
で
す
。

坂
東

文
系
で
す
。
社
会
科
が
好
き
で
す
。

木
藤

文
系
で
英
語
が
得
意
で
す
。

(1)第16号 小樽双葉高校新聞「学道一如」 ２０２６年６月１７日

学

道

一

如
発行

小樽双葉高校
新聞部

2026年6月17日
第16号

体
操
の
田
中
柚
那
さ
ん
（
１-

３
）

第１回

突撃隣の
新聞部

田中柚那さん 倉内慶一校長

田
中
柚
那
さ
ん
（
１-

３
）
が
高
体
連
の
体
操
競
技
、
個
人
種
目
に
出
場
し
、

段
違
い
平
行
棒
で
優
勝
、
ゆ
か
２
位
、
跳
馬
４
位
、
平
均
台
５
位
に
入
賞
、
個

人
総
合
で
準
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
。

落合 優翔（３-２）

あだ名 おっち、にき、

博満

得意教科 日本史探究

趣味 読書、野球観戦

（ファイターズの試合）

最近ハマっていること

日曜日の朝に散

歩すること

手放せない物

祖父の形見であ

る万年筆と腕時計

好きな食べ物 サバ、サンマ、白米

と味噌汁（豆腐とワカメ）、醤油ラー

メン、祖母の手料理（絶対お店出せ

る味だと思っています。）

好きなアーティスト 中森明菜さん

小樽で好きなところ 海があるとこ

ろ（手稲区にはないので）と都通り

の「あまとう」という喫茶店

自分が影響を受けた人、もの

祖父、私がよく行くお店の常連さん、

三島由紀夫先生の「若きサムライの

ために」

入部した理由 古田先生から勧めて

いただいたことと新聞を読むのが好

きだったからです。

最後に一言 これを読んで少しでも

新聞に興味を持っていただけると嬉

しいです。新聞部のインスタのフォ

ローもお願いします。

うちの部長はこんな人

新聞部インスタの
フォローをよろし
くお願い致します。


